
議
員

ご
み
問
題
は
質
的
に

も
量
的
に
も
全
国
の
自
治
体

が
抱
え
る
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
本
市
に
お
い
て
も
ご
み

の
減
量
化
は
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

の
建
設
は
、
ご
み
の
再
利
用

に
よ
る
減
量
化
や
埋
め
立
て

処
分
場
の
延
命
効
果
も
期
待

さ
れ
る
。
建
設
に
当
た
っ
て

の
基
本
的
な
考
え
を
聞
き
た

い
。

環
境
部
長

容
器
包
装
類
の

再
資
源
化
を
目
的
と
す
る
容

器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
趣

旨
に
沿
っ
て
、
本
市
は
十
六

年
度
稼
働
を
目
指
し
、
仮
称

平
塚
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

建
設
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
施
設
で
は
、
び
ん
、
缶
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
そ
の
他
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類

の
四
種
類
の
中
間
処
理
を
行

い
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
ル

ー
ト
を
通
じ
て
再
資
源
化
を

図
っ
て
い
く
。
併
設
す
る
プ

ラ
ザ
棟
で
は
、
ご
み
減
量
化

や
資
源
化
に
つ
い
て
よ
り
一

層
市
民
に
啓
発
す
る
た
め
の

拠
点
と
な
る
特
徴
を
持
っ
た

施
設
を
計
画
し
て
い
る
。

議
員

今
回
の
工
事
請
負
契

約
は
一
般
競
争
入
札
で
な
く
、

指
名
競
争
入
札
と
し
た
経
緯

と
九
社
を
選
定
し
た
理
由
を

聞
き
た
い
。

都
市
計
画
部
長

通
常
五
億

円
以
上
の
工
事
は
一
般
競
争

入
札
と
な
る
。
し
か
し
、
こ

の
施
設
は
非
常
に
特
殊
な
も

の
で
あ
る
こ
と
か
ら
指
名
競

争
入
札
を
採
用
し
た
。
業
者

選
定
に
当
た
っ
て
は
、
本
市

が
希
望
す
る
水
準
や
性
能
を

満
た
す
施
工
が
可
能
と
思
わ

れ
る
業
者
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
て
も
ら
い
、
そ
の

中
か
ら
九
社
に
絞
り
込
ま
れ

た
も
の
で
あ
る
。

議
員

今
回
の
工
事
発
注
は
、

専
門
性
の
あ
る
プ
ラ
ン
ト
設

備
と
市
民
が
利
用
す
る
啓
発

部
門
を
一
括
し
て
発
注
し
て

い
る
。
外
構
工
事
や
啓
発
部

門
は
市
内
業
者
な
ど
で
も
で

き
る
と
思
う
が
、
見
解
を
聞

き
た
い
。

都
市
整
備
部
長

施
設
全
体

を
網
羅
す
る
形
で
瑕
疵
担
保
、

性
能
保
証
を
つ
け
た
い
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
構
造
上

の
連
続
性
、
連
携
性
を
重
視

す
る
必
要
か
ら
施
設
全
体
を

一
括
発
注
す
る
こ
と
と
し
た
。

議
員

今
回
の
工
事
請
負
契

約
で
は
空
調
や
脱
臭
装
置
な

ど
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

扱
わ
れ
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長

空
調
設
備
な
ど

は
発
注
仕
様
書
に
盛
り
込
ん

で
あ
る
。
脱
臭
、
集
じ
ん
装

置
に
つ
い
て
は
、
仕
様
書
の

中
で
公
害
防
止
基
準
を
規
定

し
て
お
り
、
悪
臭
、
騒
音
、

振
動
等
に
つ
い
て
の
県
の
条

例
等
に
よ
る
基
準
値
や
本
市

の
規
制
基
準
を
満
た
す
よ
う

指
示
し
て
い
る
。

議
員

今
回
の
入
札
で
は
性

能
発
注
方
式
を
採
用
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
示
さ
れ
た

処
理
能
力
や
計
画
処
理
フ
ロ

ー
以
外
に
発
注
仕
様
書
の
内

容
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

性
能
発
注
方
式

は
、
発
注
仕
様
書
に
基
づ
き

受
注
者
が
設
計
し
、
工
事
発

注
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
回

の
発
注
仕
様
書
に
は
、
一
般

事
項
と
し
て
設
置
場
所
、
全

体
的
な
計
画
、
立
地
条
件
、

工
期
等
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。

ま
た
、
工
場
部
門
で
は
処
理

能
力
、
計
画
ご
み
の
質
、
供

給
方
法
、
選
別
の
種
類
、
搬

入
条
件
、
啓
発
部
門
で
は
展

示
、
再
生
工
房
、
学
習
、
情

報
発
信
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
盛

り
込
ん
で
い
る
。

議
員

新
た
な
焼
却
場
を
建

設
す
る
に
当
た
っ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
要
件
が
検
討
さ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
平
成
十
八

年
度
中
の
完
成
に
向
け
、
ど

の
よ
う
な
予
定
で
計
画
を
進

め
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長

次
期
環
境
事
業

セ
ン
タ
ー
建
設
計
画
は
、
建

設
検
討
委
員
会
か
ら
報
告
を

受
け
た
段
階
で
あ
る
。今
後
、

庁
内
お
よ
び
専
門
家
に
よ
る

組
織
を
つ
く
り
、
候
補
地
の

絞
り
込
み
、
焼
却
方
式
等
の

研
究
を
行
う
。
そ
の
後
、
候

補
地
の
決
定
、
地
元
住
民
の

合
意
形
成
お
よ
び
用
地
取
得
、

一
〜
二
年
程
度
を
か
け
て
環

境
影
響
評
価
の
実
施
、
国
へ

の
整
備
計
画
書
の
提
出
、
都

市
計
画
決
定
、
入
札
方
法
の

決
定
、
工
事
着
工
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
考
え
て
い
る
。

議
員

特
に
用
地
の
確
保
に

つ
い
て
困
難
が
予
想
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
考

え
て
い
る
の
か
。

環
境
部
長

計
画
の
進
ち
ょ

く
状
況
に
合
わ
せ
て
、
説
明

責
任
の
遂
行
と
情
報
公
開
に

努
め
、
周
辺
住
民
の
合
意
形

成
を
得
た
上
で
用
地
の
取
得

を
考
え
て
い
る
。

議
員

用
地
の
必
要
面
積
、

立
地
条
件
を
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

焼
却
方
法
や
焼

却
能
力
に
よ
っ
て
異
な
る
。

敷
地
内
の
緑
化
も
必
要
で
あ

り
、
収
集
効
率
や
ア
ク
セ
ス

道
路
へ
の
利
便
性
等
も
考
慮

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

議
員

ご
み
処
理
に
お
い
て

は
、
排
出
さ
れ
る
有
害
物
質

を
よ
り
少
な
く
、
よ
り
安
全

性
を
高
く
保
つ
た
め
に
コ
ス

ト
が
か
か
る
が
、
処
理
費
用

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

十
二
年
度
に
お

い
て
は
、
収
集
に
か
か
る
費

用
は
一
�
当
た
り
約
一
万
七

〇
〇
〇
円
、
以
下
同
様
に
、

焼
却
に
は
約
一
万
五
〇
〇
〇

円
、
破
砕
に
は
約
三
万
円
、

埋
め
立
て
に
は
約
二
万
四
〇

〇
〇
円
で
あ
っ
た
。
新
焼
却

施
設
で
の
処
理
費
用
は
、
計

画
が
具
体
化
さ
れ
て
く
る
段

階
で
示
す
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
１６
年
度
稼
働
へ

工
事
請
負
契
約
の
内
容
等
た
だ
す

議
員

平
塚
市
地
域
防
災
計

画
は
、
本
市
の
各
部
局
、
防

災
関
係
者
、
団
体
等
が
防
災

活
動
を
行
う
に
当
た
っ
て
の

指
針
と
な
っ
て
い
る
。
県
の

地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に

際
し
て
、
本
市
の
こ
の
計
画

を
ど
う
修
正
し
防
災
体
制
の

強
化
を
図
る
の
か
。

消
防
長

本
市
地
域
防
災
計

画
は
、
十
二
年
七
月
の
神
奈

川
県
地
域
防
災
計
画
「
地
震

災
害
対
策
計
画
」
の
修
正
に

伴
い
、
修
正
作
業
を
進
め
、

こ
の
六
月
五
日
に
開
催
さ
れ

た
本
市
防
災
会
議
に
お
い
て

修
正
案
が
承
認
さ
れ
、今
後
、

県
と
協
議
を
行
う
。
主
な
修

正
点
は
、
�
県
の
地
震
被
害

想
定
調
査
結
果
の
反
映
、
�

「
地
震
災
害
対
策
計
画
」
の

新
た
な
取
り
組
み
等
へ
の
対

応
、
�
前
回
修
正
か
ら
の
時

点
修
正
及
び
組
織
改
正
、
�

関
連
資
料
の
整
理
で
あ
る
。

議
員

防
災
会
議
で
は
、
ど

の
よ
う
な
専
門
部
会
が
設
け

ら
れ
て
い
る
の
か
。

消
防
長

平
塚
市
防
災
会
議

条
例
の
規
定
に
よ
り
部
会
を

設
置
で
き
る
が
、
本
市
独
自

の
専
門
的
な
検
討
や
一
定
期

間
に
結
論
が
必
要
な
場
合
に

設
置
す
る
も
の
で
、
現
在
は

設
置
さ
れ
て
い
な
い
。

議
員

防
災
会
議
は
総
合
調

整
機
関
な
の
だ
か
ら
、
自
主

防
災
組
織
、
地
域
、
防
災
機

関
の
代
表
か
ら
な
る
部
会
で

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
討
議
す
べ

き
と
思
う
が
、
見
解
は
。

消
防
長

防
災
会
議
の
中
の

部
会
の
役
割
は
、
市
の
防
災

課
が
担
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
専

門
的
な
知
識
を
持
つ
民
間
の

方
々
を
活
用
す
べ
き
と
思
っ

て
お
り
、
防
災
課
で
は
こ
れ

ら
の
方
々
と
も
常
に
接
点
を

持
ち
、
意
見
を
取
り
入
れ
て

い
る
。

地域防災計画を修正

市市民民のの意意見見どどうう反反映映

性
能
発
注
方
式
を
選
択

ご
み
の
処
理
費
用

六
月
定
例
会
で
は
、
九
件

の
審
査
が
行
わ
れ
た
。

有
事
法
制
に
反
対
す
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願

を
含
む
同
趣
旨
の
四
件
の
請

願
で
は
、
国
民
の
大
多
数
も

反
対
で
あ
り
、
国
も
継
続
審

議
の
方
針
な
の
で
、
本
請
願

は
採
択
す
べ
き
と
の
意
見
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
有
事
、
武

力
攻
撃
の
概
念
が
あ
い
ま
い

な
ま
ま
、
十
分
な
国
会
審
議

も
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本

請
願
は
採
択
す
べ
き
と
の
意

見
も
あ
っ
た
。
一
方
、
有
事

に
対
し
て
基
本
的
な
部
分
を

策
定
し
て
お
く
こ
と
は
必
要

で
あ
る
。
運
用
に
当
た
っ
て

は
明
解
な
指
針
で
望
む
べ
き

だ
が
、
本
請
願
は
不
採
択
と

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
有
事
法
制
に
つ
い
て

は
時
間
を
か
け
、
慎
重
審
議

を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、

本
請
願
は
継
続
審
査
に
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
本
市
の
核
兵
器
廃
絶

平
和
都
市
宣
言
の
趣
旨
に
照

ら
し
て
も
、
本
請
願
は
採
択

す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
不
採
択
と
す

べ
き
も
の
と
な
り
、
本
会
議

で
も
不
採
択
と
決
定
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
三
法
案
に
反
対

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
請
願
で
は
、
個
人
情
報
保

護
法
案
は
、
国
や
地
方
自
治

体
に
は
、
罰
則
が
な
く
、
個

人
情
報
デ
ー
タ
を
扱
う
事
業

者
に
は
、
罰
則
が
加
え
ら
れ

る
。
外
国
で
は
、
第
三
者
機

関
が
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ

て
お
り
、
国
が
判
断
し
、
罰

則
を
加
え
る
の
は
間
違
い
と

考
え
る
の
で
、
本
請
願
は
採

択
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
個
人
情
報
保
護

法
案
は
、
本
来
、
住
民
基
本

台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
に
対
応
し
、
規
制
す
る
の

が
目
的
で
あ
っ
た
。そ
れ
が
、

個
人
事
業
者
を
規
制
す
る
こ

と
に
転
用
さ
れ
て
お
り
、
言

論
規
制
の
危
惧
を
感
じ
る
の

で
、
本
請
願
は
採
択
す
べ
き

と
の
意
見
が
あ
っ
た
。一
方
、

多
く
の
情
報
が
抑
制
の
な
い

危
険
な
形
で
報
道
さ
れ
て
い

る
。
あ
る
程
度
の
制
御
も
必

要
な
の
で
、
本
請
願
は
不
採

択
に
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
言
論
、
報
道

の
自
由
は
時
間
を
か
け
、
勉

強
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、

本
請
願
は
継
続
審
査
に
す
べ

き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
さ

ら
に
、
こ
の
法
に
よ
る
規
制

は
言
論
の
自
由
の
侵
害
で
あ

る
の
で
、
本
請
願
は
採
択
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

採
決
し
た
結
果
、
不
採
択
と

す
べ
き
も
の
と
な
り
、
本
会

議
で
も
不
採
択
と
決
定
し
た
。

「
国
民
の
健
康
、
食
品
の

安
全
性
を
確
保
」
す
る
た
め

の
「
食
品
安
全
新
法
」
制
定

と
新
行
政
組
織
設
置
、
食
品

衛
生
法
抜
本
改
正
の
た
め
の

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請

願
で
は
、
使
用
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
添
加
物
が
含
ま
れ

た
食
料
品
の
製
造
販
売
な
ど
、

食
品
の
検
査
体
制
の
不
備
に

よ
る
事
件
が
発
生
し
て
い
る
。

食
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、

食
品
衛
生
法
を
抜
本
的
に
改

正
す
る
と
と
も
に
、
食
品
安

全
新
法
の
制
定
が
必
要
と
考

え
る
の
で
、
本
請
願
は
採
択

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

採
決
し
た
結
果
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
な
り
、
本
会
議
で

も
採
択
と
決
定
し
た
。

個
に
応
じ
た
教
育
を
実
現

す
る
た
め
の
学
級
規
模
の
縮

小
・
弾
力
化
、
３０
人
以
下
学

級
実
現
を
求
め
る
請
願
で
は
、

時
代
の
流
れ
や
少
人
数
学
級

に
よ
る
成
果
も
明
ら
か
と
な

っ
て
い
る
の
で
、
本
請
願
は

採
択
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ

っ
た
。
採
決
し
た
結
果
、
採

択
す
べ
き
も
の
と
な
り
、
本

会
議
で
も
採
択
と
決
定
し
た
。

平
成
１５
年
度
の
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
制
度
の
存
続
を

求
め
る
請
願
で
は
、
義
務
教

育
費
国
庫
負
担
制
度
の
存
続

見
通
し
等
の
質
疑
が
あ
っ
た

後
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

金
が
削
減
さ
れ
る
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。
ま
た
、
県

財
政
も
非
常
に
厳
し
く
、
市

町
村
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
本
請
願
は
採
択
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

採
決
し
た
結
果
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
な
り
、
本
会
議
で

も
採
択
と
決
定
し
た
。

ゆ
た
か
な
教
育
を
実
現
す

る
た
め
、
平
成
１５
年
度
の
教

育
予
算
増
額
を
求
め
る
請
願

で
は
、
教
育
は
国
の
将
来
の

発
展
を
支
え
る
根
幹
の
部
分

で
あ
り
、
義
務
教
育
で
は
、

さ
ら
に
学
校
の
施
設
、
設
備

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
、
本
請
願
は
採
択

す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

採
決
し
た
結
果
、
採
択
す
べ

き
も
の
と
な
り
、
本
会
議
で

も
採
択
と
決
定
し
た
。

請請
願願
のの
審審
査査
概概
要要

（�）平成��年（２００２年）�月�日

港小学校で行われたごみ学級

建
設
検
討
委
の
報
告
受
け

次次
期期
環環
境境
事事
業業
セセ
ンン
タタ
ーー

適
地
選
定
へ

ひらつか議会だより

昨年８月実施の自主防災総合訓練
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